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Web of science ・アクセス方法
Web of Science

研究者が支持する世界で最も権威と影響力のある高品質な学術雑誌のみを
厳選して収録したWebベースの学術文献データベース

アクセス方法
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学外から
http://isiknowledge.com/wos

大阪大学個
人IDで登録

データベース

学外 大阪大学ID
大阪大学ポータル
https://portal.osaka-
u.ac.jp/ouportal/ouportal.jsp

学内
大阪大学理工学図書館
http://suita.library.osaka-
u.ac.jp/index.html

Web of Scienceをクリック学術データ
ベース



検索語の入力
検索項目
トピック（Topic）

著者名（Author）

グループ名（Group Author）

ジャーナル名（Publication Name）

出版年（Year Publication）

機関名（Address）

ファンディング情報（Funding Agencyもしくは

Grant Number）

ドロップダウンメニュー
AND OR NOT →検索フィールド間の関係付け

検索項目の追加
AND OR NOT及びSAME →複数の語を組み合わせて検索

フレーズ検索
(“”)ダブルクオテーション→語順でフレーズを検索

例）“stem cell”

ワイルドカード
(＊)アスタリスク→複数形や語尾の異なる語も検索する

例）cell*
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml
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検索結果の絞込み

絞込み

検索結果

↓

カテゴリー（Subject Areas）

ドキュメントタイプ（Document Types）

著者（Authors）

ジャーナル名（Source Titles）

出版年（Publication Years）

機関名（Institutions）

言語（Languages）

国／地域名（Countries / Terri tories）

ごとに上位100件を表示

絞り込み

↓

ボックスをチェックしRefineボタンを押す
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



Sort By（検索結果の並び替え）

● Latest Date：データベース入力順

● Times Cited：被引用回数

● Relevance：検索語の頻出度 など

Analyze Results（検索結果の分析）

10万件までの検索結果を分析できる

Analyze Resultsでは分析結果をMicrosoft® Excelに出力できる

Create Citation Report（引用文献レポートの作成）

1万件までの検索結果の年代別論文数推移

引用された回数の年代別推移

View Citing Articles →検索で得られた論文群を引用している論文群
が表示

レコードのマーク、出力、及びEndNote® Webで
の保存

Webで保存することができる

検索結果の分析

引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



Title（論文タイトル）
Author（著者名）
Source（ジャーナル名）
Abstract（抄録）
Author Keywords（著者によるキー

ワード）
KeyWords Plus® KeyWords Plus®

Web of Science® 独自の機能→引用文献のタイトルに頻
出する語句から成るキーワードトピック

Addresses（機関名）
Funding Acknowledgement
Full Text / LINKS
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フルレコードの表示

引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



青文字で表示された引用文献はWeb of Science®

の別のレコードにリンクしてる。但し、リンクはご契

約の範囲に含まれる論文に限定されている。

リンクのないもの（黒文字で表示）：

● その引用文献が単行本など、Web of Science®
に収録されていない場合

● お客様の購読契約に含まれていない文献である
場合

● 情報源となった出版物で引用に誤りがある場合
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引用文献

引用文献を検索するにはCited Reference Search（引用文献検索）を使う

著者名 引用文献の第一著者が入力されていて、青文字で表示された引用文献は、論文タイトルとともに表示される

著作物名 引用された著作物の書名、ジャーナル名などが省略形で入力されている

巻数 引用された巻数が入力されている

ページ 引用されたページ数が入力されている

出版年 引用文献の出版年が入力されている

引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



引用文献検索

ジャーナル、本、会議録、特許公報などがどの論文に引用さ

れたか、また、何回引用されたかが検索可能

● どの論文に引用されているかを調べる

● 「引用のバリエーション」を考慮して引用された回数を調べる

● 特定の論文のレビュー論文を探す

ステップ1

検索項目を入力し、最後にSearchをクリック

Cited Author：には、苗字＋名前のイニシャル

Cited Work：には、ジャーナル名などを入力 、語尾に* をつける

Cited Year：には、出版年、複数年の指定や空欄も可能

引用文献検索では、ジャーナル名や単行本名がどのように省略

されているかを知る必要がある

Cited Workフィールドの下のJournal Abbreviations list、または画

面右側の虫眼鏡のアイコンをクリックすると省略形を確認すること

ができる
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



引用文献検索
ステップ2
ステップ1の条件にあった引用文献が検索された結果上、

該当する論文をSelect ボックスを使いチェックする

↓

最後にFinish Searchをクリックする

画面からわかるのは

● ANAND K、SCIENCE、2003年、Vol.300、1763 pageが

234回引用されていることが表示されている。クリック

するとフルレコードが表示され、共著者名、抄録、著者の住

所などを確認できる。

● 上から2番目のパターンでは、出版年以外は、ボリュー

ムページ名も空欄になっている引用文献が3件あったことを示

している。

● 上から3番目のパターンでは、Vol.が5626となっている引

用文献が1件あったことを示している。

● 下から1番目から4番目は、ページ情報などが無いので、引

用された当時はまだ出版されていなった（In Print）の状態だっ

たと思われる。

例えば下から4番目は、「SCIENCEの5月13日号に掲載される」

という情報だけで引用されていることを示している。

必要であれば、引用している文献（Citing Article）を言語や

ドキュメントタイプを指定して限定することができる。例え

ば、ANAND K、SCIENCE、2003年、Vol.300、1763 pageを

引用している総論（Review）だけに限定するには、Restrict 

results by の部分でReviewを選択する。
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



検索式の保存とユーザ登録
ユーザ登録（Sign In）

Web of Science® の全てのユーザは、Sign Inをクリックし、ISI Web of

KnowledgeSM にメールアドレスやパスワードを登録することにより、

便利なオプションを活用することができる。

オプションでは次の内容を設定できる：

● 検索式の保存と検索アラートの設定（設定数に制限なし）

● 引用文献アラート（設定数に制限なし）

検索式の履歴表示と保存

Search History（検索履歴）をクリックすると、過去に実行した検索

式の一覧を見ることができ、それらを組み合わせて新たな検索結果

を作成することができる。

→30 式まで保存ができる。History Name を入力し、

A：クリックすると、式がサーバに保存される。

B：クリックすると、式がパソコンに保存される。

（history.wos のようなファイルでダウンロードされ、他のWoS ユーザー

にメール等で送信することができる。）

→保存した式開く

保存した検索式などの管理

My Saved Searches（保存した検索式）とMy Citation Alerts（引用ア

ラート）をクリックするとアラートを管理したり更新したりすること

ができる。

EndNote® Web ※ユーザ登録をすると、EndNote Webが使えるよ

うになる
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml



論文間の引用関係のマップ
Full Record画面→Citation Mapをクリック→マップ設定画面（上図）

操作過程：

１． Forward Only →将来の引用関係

Backward Only →過去の引用関係

２． 何世代までマップにするかを設定

1 Generation→直接引用関係がある論文

2 Generations →1 Generationの論文をさらに引用している論文までマップにする

３．最後にCreateをクリック →論文とマップの説明画面 （下図）

をクリック→マップの全画面表示

マップの初期設定

各Node（論文）は、第一著者名、色は黒で表示される。

Appearanceでは、NodeのColor （色分け）などの表示を変更できる。

Order Nodes Byで各Nodeの並び順変えることができます。

Authorにする→時計回り順にABC順

Publication Year→時計回り順に戻る

画面上部のNodeに直接つながっているのは、直接引用関係がある一世代目の論文

二世代目の論文は、 一世代目と引用関係がある

各Node（論文）は、マウスでドラッグし、移動させることができる
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引用：http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml


